
 

 

 

 

 

 

 

「笑顔は信頼の第一歩」 

学校長 三瓶 徹 

 

 長い夏休みが終わり、学校には、一段と成長し逞しくなった子どもたちが戻ってきました。今年

の夏も猛暑でしたが、その猛暑にも負けず、子どもたちはさまざまな体験や経験をし、心に残る思

い出をたくさんつくったことと思います。 

さて、私は学校教育には信じ合うという心がたいへん重要であると思っています。教師と児童、

教師と保護者との信頼関係があってこそ学校教育という営みが成立するのであって、もし信頼関係

が存在しないとしたら、それは教育ではなく単なる学問の「伝達」であると思っています。どんな

に学力があり指導技術に長けた教師でも、児童や保護者から信頼されなければ、その学級の教育は

成立しません。これは、学校だけに限らず、人間の社会すべてにいえると思います。信頼関係のな

い友人というのは存在しないし、不信感いっぱいの店と客という構図もないと思います。 

では信頼関係をつくるためにはどのようなことをすればよいのでしょうか。その一歩として、

「笑顔をつくる」ということから始めてはいかがでしょう。「あの人は親しみやすい」というよう

な第一印象は、その人がつくる優しい笑顔から受け取るのではないでしょうか。笑顔でいる先生の

心は、目の前にいる子どもたちを肯定的に認めている状態だと思います。その意味で私は校内を歩

くとき、教室内の先生方の顔に着目しています。もちろんいつも笑っているだけでなく、時には真

剣に子どもとともに悩み、考えている顔もあります。また、時には子どもたちを指導する厳しい顔

の時もあります。でもその時間が終わった時に必ず素敵な笑顔を子どもたちに返してくれる先生方

であってほしいと思います。先生の笑顔は子どもたちの笑顔に結びつきます。友達の笑顔は、その

周りの友達の笑顔に広がります。そのような積み重ねが、お互いの信頼関係も高まり、楽しい学校

生活に結びつくと思います。 

今年も３，４年生の子どもたちが、地域の夏祭りで「ソーラン節」を踊りました。本番では練習

の成果を十分に発揮し、すばらしい演技を行うことができました。地域の方々からの温かい声援と

拍手をいただき、子どもたちは大きな励みと自信につながったことと思います。 

 ７月３０日には、笹山小を会場に新井小、上菅田小、笹山小の３校が集まって区水泳大会が行わ

れました。本校からは８名の子どもたちが参加しました。一生懸命に泳ぐ姿、ベストを尽くし満足

した笑顔、そして皆が協力して仲間を応援する姿がとても印象に残りました。その中から５年生の

安達太聖さんが、８月２４日に横浜国際プールで行われた市水泳大会に出場し、大舞台で活躍しま

した。 

 笹山小の子どもたちがさらに伸びゆく場となるよう、教職員一同努めてまいりたいと思います。

引き続き、保護者の皆様、地域の皆様のご支援とご協力をお願い申し上げます。 
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自分大好き、友だち大好き 進め！笹山の子 


